
明
～観光の新たなカギは「太鼓」～

復旧復興、着実に進む石川県志賀町

◀

志賀の太鼓
▲

冨
木
八
朔
祭
礼

▼

◀

福
浦
祭
り

被
災
地
の
い
ま

暗
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石
川
県
志
賀
町
。
能
登
半
島
の
中
央
部
に
位
置
す
る
人
口
約
１
万
７
千
人
の
町

だ
。
２
０
２
４
年
元
日
、
震
度
７
の
非
常
に
激
し
い
揺
れ
に
襲
わ
れ
、
災
害
関
連

死
を
含
め

人
が
死
亡
、
１
０
０
人
以
上
が
け
が
を
し
た
。
建
物
は
約
２
４
０
０

棟
が
全
壊
す
る
な
ど
、
合
わ
せ
て
約
１
万
６
７
０
０
棟
が
損
壊
し
た
。
８
月

～


日
、復
旧
復
興
に
取
り
組
む
志
賀
町
を
メ
イ
ン
に
、周
辺
地
域
の
姿
を
追
っ
た
。

【
内
井
高
弘
】

２人の打ち手が一つの太
鼓を打つ「志賀の太鼓」
（左）。素人でも打てる
よう、打ち方を示す（上）


日
の
本
祭
り
で
は
住
吉
神
社
に
神
輿
が
集
結

（
左
）
。

日
の
お
旅
祭
り
で
幕
を
開
け
、
冨
木
八

幡
神
社
前
に
は
各
地
区
の
キ
リ
コ
が
集
ま
っ
た（
下
）

神
輿
を
載
せ
た
神
船
の

海
上
渡
御
は
勇
壮
だ

（
右
）
。
住
民
ら
の
仮

装
行
列
も
見
も
の（
左
）

①
志
賀
町
内
の
ホ
テ
ル
。
玄
関
前
の
土
地
が
隆
起
し
、
段
差
が
生
じ
て
い
る

②
輪
島
市
門
前
町
を
象
徴
す
る
総
持
寺
祖
院
も
地
震
で
建
物
が
被
害
を
受
け
た
。

参
道
入
り
口
の
灯
篭
は
倒
れ
た
ま
ま
だ

③
北
前
船
の
船
主
集
落
と
し
て
栄
え
た
輪
島
市
門
前
町
の
黒
島
地
区
。
板
張
り
の

壁
や
窓
格
子
、
黒
い
屋
根
瓦
の
家
並
み
が
特
徴
で
、
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
地
震
で
被
害
を
受
け
、
国
指
定
重
要
文
化
財

「
旧
角
海
家
住
宅
」
は
倒
壊
し
た

④
輪
島
市
の
観
光
名
所
「
ト
ト
ロ
岩
」
（
権
現
岩
）
。
形
状
が
ア
ニ
メ
映
画
「
と

な
り
の
ト
ト
ロ
」の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
そ
っ
く
り
で
、観
光
客
に
人
気
だ
っ
た
が
、

地
震
で
左
耳
部
分
が
な
く
な
っ
た

⑤
輪
島
市
門
前
町
の
海
岸
を
見
る
と
、
地
震
の
隆
起
で
黒
島
漁
港
の
中
に
は
海
水

が
な
く
な
っ
た
。
波
は
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
付
近
ま
で
来
て
い
た
が
、
今
は
白
い
砂
浜

に
な
っ
て
い
る

　
志
賀
町
は
、
電
車
利
用
の

場
合
、
東
京
か
ら
は
北
陸
新

幹
線
を
利
用
し
金
沢
駅
で
下

車
。
の
と
里
山
海
道
を
車
で

走
れ
ば
計
３
時
間
半
ほ
ど
で

行
け
る
。
レ
ン
タ
カ
ー
に
よ

る
観
光
が
便
利
な
た
め
、
町

は
レ
ン
タ
カ
ー
を
利
用
し
、

町
内
の
宿
泊
施
設
に
泊
ま
る

人
を
対
象
に
、
宿
泊
代
金
か

ら
最
大
５
千
円
を
割
り
引
く

「
誘
客
促
進
レ
ン
タ
カ
ー
利

用
者
宿
泊
助
成
金
交
付
事

業
」
を
実
施
し
て
い
る
。

◇
　
　
　
◇

　
志
賀
町
に
は
長
い
時
間
を

か
け
て
荒
波
に
よ
っ
て
岩
盤

が
削
ら
れ
て
作
ら
れ
た
天
然

の
洞
窟
「
巌が

ん

門も
ん

」
、
映
画
の

ロ
ケ
地
と
も
な
っ
た
日
本
最

古
の
木
造
灯
台
「
旧
福
浦
灯

台
」
、
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
全
長
約
４
６

１
㍍
の
「
世
界
一
長
い
ベ
ン

チ
」
、
さ
く
ら
貝
な
ど
が
流

れ
着
く
約
４
㌔
続
く
白
砂
青

松
の
海
岸
「
増ま

す

穂ほ
が

浦う
ら

海
岸
」

な
ど
、
い
く
つ
も
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
ま
た
、
加
能
ガ
ニ
や
能
登

牛
、
甘
え
び
、
滑
ら
か
な
口

当
た
り
と
上
品
な
甘
さ
が
特

長
の
干
し
柿
「
こ
ろ
柿
」
な

ど
、
特
産
品
も
魅
力
的
だ
。

◇
　
　
　
◇

　
毎
年
８
月
第
４
土
日
に
開

催
さ
れ
る
の
が
日
本
遺
産
で

あ
る
富
来
地
域
の
キ
リ
コ
祭

り
「
冨と

木ぎ

八は
っ

朔さ
く

祭さ
い

礼れ
い

」
。
初

日
は
約

基
の
キ
リ
コ
が
乱

舞
す
る
「
お
旅
祭
り
」
、
２

日
目
は
神み

輿こ
し

が
増
穂
浦
を
巡

る
「
浜
回
り
」
な
ど
、
勇
壮

な
伝
統
行
事
が
繰
り
広
げ
ら

れ
る
。

　
今
年
は
２
年
ぶ
り
の
通
常

開
催
。

日
は

地
区
の
キ

リ
コ
が
同
町
八
幡
の
冨
木
八

幡
神
社
境
内
に
集
ま
り
、
午

後
７
時
ご
ろ
か
ら
境
内
に
駆

け
上
が
り
乱
舞
。
法
被
姿
の

男
衆
が
「
サ
ー
セ
イ
ッ
、
サ

ー
セ
イ
ッ
」
の
掛
け
声
の
も

と
、
キ
リ
コ
を
高
々
と
持
ち

上
げ
た
。

　

日
の
本
祭
り
で
は
、
富

木
来
領
家
町
の
住
吉
神
社
に

各
地
の
神
輿
が
集
ま
り
、
浜

回
り
が
行
わ
れ
た
。

　
祭
り
と
セ
ッ
ト
な
の
が
太

鼓
。
志
賀
町
は
能
登
の
中
で

も
太
鼓
文
化
が
盛
ん
で
、
能

登
に
あ
る

の
保
存
会
の
う

ち
、
７
団
体
が
志
賀
町
に
あ

る
と
い
う
。
太
鼓
を
観
光
資

源
と
し
て
生
か
さ
な
い
手
は

な
い
。

　
志
賀
町
観
光
協
会
に
よ
る

と
、
団
体
旅
行
旺
盛
の
こ
ろ

は
巌
門
を
中
心
に
多
く
の
観

光
客
で
町
は
に
ぎ
わ
っ
た

が
、
個
人
旅
行
化
が
進
み
、

町
は
通
過
点
に
な
っ
て
い
っ

た
と
い
う
。
「
現
在
は
志
賀

町
が
い
ま
行
け
る
能
登
の
北

限
で
あ
る
た
め
通
過
点
で
は

な
い
が
、
輪
島
や
珠
洲
が
復

活
す
れ
ば
ま
た
通
過
点
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
。
い
ま
が

町
を
知
っ
て
も
ら
う
チ
ャ
ン

ス
で
あ
り
、
そ
の
コ
ン
テ
ン

ツ
の
一
つ
が
太
鼓
で
あ
り
、

太
鼓
の
聖
地
化
を
目
指
し
た

い
」
と
意
気
込
む
。

　
昨
年

月
に
は
リ
レ
ー
形

式
に
和
太
鼓
を
叩
い
た
最
多

人
数
（
２
６
９
人
）
と
し
て

ギ
ネ
ス
世
界
記
録
に
認
定
さ

れ
た
。

　
志
賀
の
太
鼓
は
、
２
人
の

打
ち
手
が
一
つ
の
太
鼓
を
打

つ
の
が
特
徴
。
今
年
７
月
に

は
観
光
協
会
主
催
で
「
鼓
動

の
頂
　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
バ
ト

ル
２
０
２
５
」
と
い
う
新
た

な
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
２
人
１
組
が
参
加
条
件
だ

が
、
今
回
は
三
味
線
や
鉦か

ね

、

笛
な
ど
も
加
え
た
３
人
１
組

の
出
場
も
認
め
た
。
太
鼓
経

験
が
な
く
て
も
参
加
で
き
る

の
で
、
「
太
鼓
を
思
い
っ
き

り
叩
い
て
憂
さ
晴
ら
し
を
」

と
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
ま
た
、
毎
年
９
月
第
３
月

曜
に
小
浜
神
社
で
行
わ
れ
る

「
県
下
太
鼓
打
ち
競
技
大

会
」
は
戦
前
か
ら
始
ま
り
、


年
以
上
の
歴
史
を
誇
る
。

　
入
賞
者
は
相
撲
の
格
付
け

に
な
ぞ
ら
え
、優
勝
は
大
関
、

続
い
て
関
脇
、小
結
と
な
る
。

今
年
は
直
近
、

年
間
の
大

関
が
集
ま
り
、

年
に
一
度

の
横
綱
大
会
が
開
か
れ
る
。

◇
　
　
　
◇

　
福
浦

ふ
く
ら

港
で
は

日
、
町
の

無
形
民
俗
文
化
財
「
福
浦
祭

り
」
が
２
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
た
。
昨
年
は
地
震
の
影
響

で
神
事
の
み
で
執
り
行
わ
れ

た
が
、
今
年
は
巡
行
ル
ー
ト

を
一
部
短
縮
し
て
開
催
。

　
祭
り
は
港
の
総
鎮
守
社
で

あ
る
猿
田
彦
神
社
の
秋
季
祭

礼
。
神
輿
を
載
せ
た
神
船
が

天
狗
に
先
導
さ
れ
海
上
渡と

御ぎ
ょ

を
繰
り
広
げ
る
さ
ま
は
勇
壮

で
、
住
民
ら
に
よ
る
仮
装
行

列
も
見
も
の
。

　
能
登
地
方
で
は
祭
り
の
日

に
親
戚
や
友
人
ら
を
自
宅
に

招
い
て
ご
ち
そ
う
で
も
て
な

す
「
ヨ
バ
レ
」
と
い
う
古
い

習
慣
が
あ
る
。
福
浦
祭
り
で

も
一
部
の
家
で
は
玄
関
や
窓

が
開
け
放
た
れ
、
お
客
さ
ん

を
迎
え
入
れ
て
い
た
。

　
観
光
協
会
で
は
ヨ
バ
レ
を

観
光
客
に
ま
で
広
げ
、
地
元

民
と
の
交
流
の
機
会
に
で
き

な
い
か
考
え
て
い
る
。
受
け

入
れ
先
の
問
題
や
、
家
庭
の

料
理
代
を
ど
う
負
担
し
て
も

ら
う
か
な
ど
課
題
も
多
い

が
、
い
ず
れ
は
観
光
商
品
と

し
て
売
り
出
し
た
い
意
向

だ
。

◇
　
　
　
◇

　
「
志
賀
町
、
七
尾
市
、
能

登
島
あ
た
り
が
い
ま
行
け
る

能
登
の
北
限
で
は
な
い
か
」

と
観
光
関
係
者
。
能
登
全
体

の
復
興
に
は
ま
だ
か
な
り
の

時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
。

住吉神社での太鼓の演奏


